
生活科学系コンソーシアム第８回会議 議事録

日時：平成 22 年 3 月 29 日（月） １１：００～１２：３０

場所：東京家政大学 16 号館 161－Ａ教室

出席者：

国際服飾学会（佐々井啓）

日本栄養・食糧学会（加藤久典）

日本家政学会（今井悦子）

日本家庭科教育学会（鈴木敏子）

日本消費者教育学会（天野晴子）

日本調理科学会（的場輝佳）

服飾文化学会（大網美代子）

生活科学分科会委員 片山倫子、渋川祥子、白澤政和、西島基弘、

塚原典子、沖田富美子 (敬称略)
欠席者：

日本食品衛生学会、日本食生活学会、日本衣服学会

日本学術会議 健康・生活科学委員会 生活科学分科会委員３名

（敬称略)

資料：添付資料 資料１ 生活科学系コンソーシアム 名簿（2010.3.2８現在）

資料２ 第 7 回生活科学系コンソーシアム会議 議事録（案）

資料３ 博士課程論文発表会資料（プログラム、レジュメ）

資料４ 生活科学系コンソーシアム平成 21年度収支予算（案）

資料５ 平成 22 年度行事予定表（ホームページ掲載用）

議事内容

１．第７回会議議事録（案）の承認

２．博士課程論文発表会 直前打ち合わせ （片山会長、渋川副会長）

・博士課程論文発表会開催までの過程の報告（6 題の発表申込）

・論文発表の進行及び発表者への記念品贈呈は、各座長の担当とする。

・発表会終了後の茶話会の実施にあたって、東京家政大学から 5 万円の

補助をいただいた。

・ PM17:00～18:00 の茶話会の進行（東京家政大学学長に一言いただ

く） についての確認

３．生活科学系コンソーシアムの今後の活動計画

・第 2 回以降の博士課程論文発表会については、運営委員会の中のコン

ソーシアム構成学会委員を中心に企画、開催することになった。

・第 2 回論文発表会（2011 年 3 月）については、日本女子大学で開催（佐々

井運営委員に取り纏め役をお願いした）する方向で検討することにな



った。

４．その他

・生活科学分科会が 3 月 4 日に開催した公開講演会（学術会議の予算には

開催経費の補助等全く計上されていない）に対して、コンソーシアム委員

会から開催経費の一部について資金援助の提案（資料４）がなされ、検討

した結果、生活科学系コンソーシアムの本年度予算から支出することが承

認された。 （片山会長）

・この度新たに日本学術会議連携会員となった小川宣子氏（岐阜女子大学教

授）が、日本学術会議健康・生活科学委員会生活科学分科会の委員となるこ

とを学術会議幹事会で承認した。 そこで、生活科学系コンソーシアム委員

会規程により、小川宣子氏が本委員会の委員に加わることになる。この件に

ついて会長から報告があり、本委員会に委員として小川宣子氏が加わること

が承認された。

・コンソーシアム委員会のホームページ更新にあたって、構成学会の行事予

定の提出依頼（現在 7 学会提出済み）。 （塚原委員）

・日本家庭科教育学会からの報告 （鈴木委員）

生活に必要な学びの充実を目指すネットワークへの参加へのよびかけ

（案）についての趣意、目標、活動についての説明がなされた（資料あり）。

以上

2010 年９月１８日（土）コンソーシアム委員会総会 開催予定

（於）日本学術会議


